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短節間性を有する‘とまと中間母本農 号’の育成経過とその特性†
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Ⅰ　緒　　言

　トマト栽培における誘引や整枝に係わる作業は総作業
時間の ～ ％を占め（永江， ），単純な管理作業
であるが，着果や果実の肥大に大きな影響を及ぼす．こ
のため，適期に適切な作業を行わなければ，収量を減少
させる要因となる．また，本作業は収穫作業と並行して
行う必要があるため，栽培者にとって大きな負担となっ
ている．一方で，トマト栽培期間の長期化に伴い，栽
培空間を有効に使用するため，斜め誘引整枝法（青木，

）やつる下ろし整枝法（青木， ）が開発された．
しかし，いずれの方法もトマトの生理生態特性を十分に
生かした整枝法とは言えず，誘引作業に加え，つる下ろ
し作業が必要になった．こうしたことから，新たな整枝
方法の開発とともに，斜め誘引整枝法やつる下ろし整枝
法の省力化を可能とする品種の育成が求められるように
なった．
　トマトには一般的な品種に比べ，節間が短い短節間性
形質を有する素材が存在し，国内においては，加工用
トマトでこの形質を導入した‘盛岡 号’（園芸試験場
盛岡支場）等が育成されているが，生食用大玉トマト品
種は育成されていない．そこで，本研究ではトマト栽培

におけるつる下ろし・誘引作業の軽減を目的として短節
間性形質を導入した中間母本の育成を試み，生食用大玉
の固定系統‘とまと中間母本農 号’を育成したので，
その経過と特性を報告する．
　‘とまと中間母本農 号’の育成にあたり，特性検定
試験では千葉県農業総合研究センター，兵庫県立農林水
産技術総合センターおよび宮崎県総合農業試験場，系統
適応性検定試験では宮城県農業・園芸総合研究所，神奈
川県農業技術センターおよび熊本県農業研究センターの
担当者各位に多大な御協力を頂いた．ここに記して感謝
の意を表する．また，本系統の育成は， ～ 年
度にはプロジェクト研究「画期的園芸作物新品種創出に
おける超省力栽培技術の開発」， 年度にはプロジェ
クト研究「国産野菜の持続的生産技術の開発」， ～

年度にはプロジェクト研究「新鮮でおいしい『ブ
ランド・ニッポン』農産物提供のための総合研究 系
野菜」により実施された．

Ⅱ　育成経過

　短節間性の素材として加工用トマト系統‘盛岡 号’
を選定した．完熟果色が赤色で心止まり性の‘盛岡 号’
を母親，非心止まり性の夏秋栽培用市販品種‘桃太郎 ’

〒 　三重県津市安濃町草生
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（タキイ種苗株式会社）を父親として 年に交雑し，
短節間性および非心止まり性に着目し，選抜と固定を進
めた． 世代で選抜した‘ ’は完熟果色
が赤色であったため， 年に完熟果色が濃桃色の‘桃
太郎 ’を 回戻し交雑し，短節間性および果実形質に
着目して選抜と固定を図った．なお，選抜にあたり，極
端な短節間性は非心止まり性の生食用品種には適さない
と判断したので，短節間性でも長めのものを選抜した．
その結果， 年に短節間性を有し，完熟果色が桃色の
大玉系で，諸形質に関してほぼ固定した系統（ 世代）
が得られたので，‘トマト安濃 号’と命名した（図－ ，
写真－ ，）． 年と 年に特性検定試験ならびに
系統適応性検定試験を実施した結果，本系統は短節間性
を有する大玉トマト品種の育種素材としての優秀性が認
められた．このため， 年に‘とまと中間母本農 号’
として中間母本登録され，同名で品種登録出願された（品
種登録出願番号第 号， 年 月 日）．

Ⅲ　特　　性

1　育成地における試験成績
　雨よけハウス内において‘とまと中間母本農 号’
の特性および収量性を 年と 年に調査した（表
－ ）．供試土壌は沖積土（非火山性黒ボク土）で，前
作はエンバクもしくはソルゴーの均一栽培とした．施肥
は全量基肥とし，表－ に記載の通りに施用した．各品種・
系統当たり 株 反復で，畦幅 ，株間 ，条
間 の 条植えとし，支柱に誘引して直立 本整枝
法（青木， ）により栽培し，高さ で摘心した．
なお，促成栽培では温風暖房機により加温を行い，加温
開始温度を ℃に設定した．

　ａ　短節間性および作業省力性
　‘とまと中間母本農 号’の有する短節間性を夏秋栽
培および促成栽培で調査し，作業省力性を夏秋栽培で調
査した（表－ ）．対照品種として‘桃太郎 ’および‘瑞
栄’（株式会社サカタのタネ）を用い， 年の夏秋栽

図－ 　‘とまと中間母本農 号’の育成系統図

培では‘盛岡 号’も用いた．短節間性の指標を果房位
置（子葉着生部から各果房着生部までの長さ）とし，作
業省力性の指標としては誘引回数を調査した．
　‘とまと中間母本農 号’の各果房位置は短節間性育
種素材の‘盛岡 号’と比較して ％以上高かったが，‘桃
太郎 ’や‘瑞栄’の約 ％の高さになり，作期に関わ
らず，安定して短節間性を発現していた．‘とまと中間
母本農 号’の株当たりの誘引回数は約 回で，‘桃
太郎 ’および‘瑞栄’の約 回と比較するとやや多かっ
たが，節間当たりの誘引回数は 回とやや少なかっ
た（表－ ）．

　ｂ　短節間性の遺伝解析
　‘とまと中間母本農 号’と普通節間性の固定品種‘と
まと中間母本農 号’（野菜茶業研究所）およびそれら

写真－ 　‘とまと中間母本農 号’の植物体
野菜茶業研究所内ガラス温室（ポット栽培）
（ 年 月 日撮影）



67

検定年次 作型
（栽培）播種日 定植日 調査項目 収穫期間 施肥量＊

（ ） 栽培施設

夏秋 　 短節間性，作業省力性，収量性 ～ アクリル板ハウス
促成 短節間性 ビニルハウス
夏秋 　 短節間性，作業省力性，収量性 ～ ビニルハウス

表－ 　育成地における特性検定試験耕種概要

＊くみあい被覆燐硝安加里 （旭化成ケミカルズ株式会社）： ， 粒状過燐酸石灰（協同肥料株式会社）：
および 粒状炭酸苦土石灰（白石カルシウム株式会社）： を施用した．

の および を供試し， 年に短節間性の遺伝解析
を実施した．品種・系統ごとの短節間性の指標となる第
果房位置の階級別個体数の分布を図－ に示す．
　‘とまと中間母本農 号’（ ）の第 果房位置は約

で，‘とまと中間母本農 号’（ ）の約 ％の
高さとなった． 世代の第 果房位置は正逆交雑組合せ
ともに両親のほぼ中間値である約 となったこと
から‘とまと中間母本農 号’の有する短節間性の遺
伝には核外遺伝子の関与はなく，不完全優性に遺伝する
と推定される． 世代の第 果房位置は‘とまと中間母
本農 号’と同程度の個体から‘とまと中間母本農 号’

写真－ 　‘とまと中間母本農 号’の果実
（ 年 月 日撮影）　　　　　　

と同程度の個体まで連続して分布し，平均値が両親のほ
ぼ中間の値となった（図－ ）．

　ｃ　一般特性および収量性
　‘とまと中間母本農 号’の一般特性および収量性を
雨よけハウス内において夏秋栽培で調査した（表－ ）．
対照品種として‘桃太郎 ’および‘瑞栄’を用い，着
果促進処理として開花後に振動受粉処理を行った．なお，
摘果を行わなかった．
　‘とまと中間母本農 号’は非心止まり性で，開花ま
での日数は‘桃太郎 ’や‘瑞栄’と同等であったが，
第 花房までの葉数や花房当たりの花数は‘桃太郎 ’
や‘瑞栄’よりもやや少なく，着果率は‘桃太郎 ’と
同等であったが，‘瑞栄’よりもやや劣る傾向にあった．
果形はやや扁平で，‘桃太郎 ’と比較すると完熟果の
果重が 程度とやや重く，子室数が ～ とやや多かっ
た．完熟果色は桃色であったが，‘桃太郎 ’や‘瑞栄’
と比較するとやや淡く，果実糖度は‘桃太郎 ’や‘瑞栄’
と比較すると低い傾向にあり，食味はやや不良であった
（表－ ）．
　‘とまと中間母本農 号’は‘桃太郎 ’と収穫始期
が同等であった．総収量は‘瑞栄’より少なく，‘桃太
郎 ’と同等であったが，上物収量は年次による変動が
大きかった．‘桃太郎 ’や‘瑞栄’と比較すると変形
果の発生が多く，裂果の発生は少なかった（表－ ）．

　ｄ　病害抵抗性
　1）　青枯病抵抗性
　 年 月 日に播種し， 月 日に青枯病菌汚染
圃場に各品種・系統当たり 株を定植して自然発病によ
り， 月 日まで調査を行った．標準品種として‘桃太
郎 ’を，罹病性の対照品種として‘大型福寿’（タキ
イ種苗株式会社），抵抗性の対照品種として‘ ’（野
菜試験場）を用いた．
　‘とまと中間母本農 号’は平均枯死日が‘大型福寿’
よりも早く，青枯病に罹病性であった（表－ ）．

斎藤ら ：短節間性を有する‘とまと中間母本農 号’の育成経過とその特性
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検定年次 作型
（栽培） 品種・系統名 第 果房位置＊

±
第 果房位置＊

±
第 果房位置＊

±
第 果房位置＊

±

収穫可
能果房
段数＊＊

誘引回数＊＊

（回 株）（回節間）

夏秋 とまと中間母本農 号 ± ± ± ±

桃太郎 ± ± ± ±
瑞栄 ± ± ± ±
盛岡 号 ± ± ± －　　－ － － －

促成 とまと中間母本農 号 ± ± ± ±

桃太郎 ± ± －　　－ －　　－
瑞栄 ± ± －　　－ －　　－

夏秋 とまと中間母本農 号 ± ± ± ±

桃太郎 ± ± ± ±
瑞栄 ± ± ± ±

表－ 　育成地における‘とまと中間母本農 号’の短節間性および誘引回数

　＊子葉着生部から各果房着生部までの長さ
＊＊高さ で摘心して栽培．　盛岡７号については心止まりのため調査できず．

図－ 　‘とまと中間母本農 号’の短節間性遺伝解析における階級別個体数
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表－ 　‘とまと中間母本農 号’の主な一般特性および果実特性

品種・系統名

一般特性 果実特性

心止ま
り性

開花到
達日数
（日）

第 花
房まで
の葉数

花房当
たり花
数＊

着果
率（ ） 果形 良果平

均重（ ）
子室
数 完熟果色

糖度
（ ，

）

酸度＊＊

（ ）
硬度＊＊＊

（ ）

とまと中間母本農 号 無 やや扁平 桃色

桃太郎 無 やや扁平 濃桃色
瑞栄 無 球形 濃桃色
調査年次： 年
　　＊第 ～ 花房の平均値
　＊＊クエン酸換算値
＊＊＊ （島津製作所製）を用い，プランジャー径を として 圧縮したときの値

検定年次 品種・系統名 収穫
始期

総収量＊

（ ）
上物収量 （ ） 上物率

（ ）
障害果率（ ）

前期＊＊ 中期＊＊ 後期＊＊ 全期 変形果 裂果

とまと中間母本農 号 　

桃太郎
瑞栄

とまと中間母本農 号 　

桃太郎 　
瑞栄 　

表－ 　育成地における‘とまと中間母本農 号’の収量性

　＊高さ で摘心して栽培
＊＊収穫全期間を 等分し，前期，中期，後期に区分した．

品種・系統名 供試
株数

発病
株率（ ）

発病
指数

枯死
株率（ ）

平均
枯死日

とまと中間母本農 号

桃太郎 　
大型福寿 　

　

表－ 　育成地における‘とまと中間母本農 号’
の汚染圃場による青枯病抵抗性検定結果

発病指数 ×Σ発病評点（ ×個体数）
発病評点　 外部病徴なし～ 枯死の５段階とし，評価した．

斎藤ら：短節間性を有する‘とまと中間母本農 号’の育成経過とその特性

品種・系統名
（抵抗性遺伝子型）

の
，

とまと中間母本農 号

大型福寿（ ）
（ ）
（ ）
（ ）

表－ 　育成地における‘とまと中間母本農 号’
のモザイク病（ ）抵抗性検定結果（発
病株率（ ））

各 当たりの供試株数を 株とした．

　2）　モザイク病（ToMV）抵抗性
　 年 月 日に播種し， ポリポットに鉢上
げして，加温開始温度を ℃に設定した小型ガラス温
室内において各品種・系統当たり 株を栽培した．罹病
性の対照品種として‘大型福寿’を，抵抗性の対照系統
として‘ ’，‘ ’および‘ ’を用
いた． 年 月 日に （ ：，，，，）
の罹病乾燥トマト葉に 倍量のリン酸緩衝液を加えて
磨砕した液をカーボランダム法により接種し， 月 日
に病徴の調査を行った．
　その結果，‘とまと中間母本農 号’は用いたすべて
の で発病し， に罹病性であった（表－ ）．

2　特性検定場所における試験成績
　 ～ 年にかけて千葉県農業総合研究センター，
兵庫県立農林水産技術総合センターおよび宮崎県総合農
業試験場において特性検定試験を実施した．検定した特
性は短節間性ならびに，青枯病，萎凋病（レース ）お
よび半身萎凋病に対する抵抗性である．それぞれの試験
の概要を表－ および表－ に示す．

　ａ　短節間性
　対照品種を‘桃太郎 ’とし，短節間性の指標を第
果房位置として調査を行った．
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検定場所 試験年次 播種日 定植日 調査日 栽培条件

千葉県農業総合研
究センター

　 ビニルハウス
ビニルハウス

兵庫県立農林水産
技術総合センター

ガラス温室
　 ガラス温室

表－ 　特性検定試験場所における短節間性検定試験概要

検定場所 病名 試験年次 接種方法 播種日 接種日 調査日
千葉県農業総合
研究センター

青枯病 浸根接種，地温 ℃ 　
萎凋病（レース ） 浸根接種，地温 ℃

浸根接種，地温 ℃ 　 　
半身萎凋病 浸根接種，地温 ℃ 　

兵庫県立農林水
産技術総合セン
ター

萎凋病（レース ） 浸根接種 　
浸根接種

半身萎凋病 浸根接種 　

宮崎県総合農業
試験場

青枯病 断根潅注接種 　
萎凋病（レース ） 浸根接種 　

浸根接種 　

表－ 　特性検定試験場所における病害抵抗性検定試験概要

　‘とまと中間母本農 号’の第 果房位置は千葉県で
は‘桃太郎 ’と比較して約 ％の高さとなり，安定し
て短節間性を発現していた．兵庫県では‘桃太郎 ’と
比較して約 ％の高さであったが，短節間性を発現し
ていた（表－ ）．

　ｂ　病害抵抗性
　1）　青枯病抵抗性
　‘とまと中間母本農 号’は両場所においてすべての
株で発病がみられ，発病指数が‘大型福寿’と同程度で
あり，罹病性であった（表－ ）．

　2）　萎凋病（レース1）抵抗性
　‘とまと中間母本農 号’は‘桃太郎 ’より弱いものの，
‘大型福寿’よりは強く，‘興津 号’と同程度の抵抗性
を示した（表－ ）．

　3）　半身萎凋病抵抗性
　‘とまと中間母本農 号’の発病株率は両場所にお
いて高く，‘大型福寿’と同程度であり，罹病性であっ
た（表－ ）．

3　系統適応性検定試験における試験成績
　 ～ 年にかけて宮城県農業・園芸総合研究
所，神奈川県農業技術センターおよび熊本県農業研究セ

ンターにおいて系統適応性検定試験を実施した．短節間
性および作業省力性に加え，果実特性や収量性の調査を
行った．短節間性の指標は第 果房位置，作業省力性の
指標は栽培期間中の摘葉回数，誘引回数およびつる下ろ
し回数とした．各場所における試験の概要を表－ に
示す．標準品種は‘桃太郎 ’を原則としたが， 年
の熊本県では‘桃太郎’を標準品種とした．この他に検
定地における主要品種を参考品種として供試した．着果
促進剤として，宮城県および熊本県では 液剤を，
神奈川県ではクロキシホナック液剤を使用した．また，
最終収穫果房段位上に ， 枚の葉を残して摘心した．

　ａ　短節間性および作業省力性
　‘とまと中間母本農 号’はすべての場所において，
第 果房位置が‘桃太郎 ’の ～ ％の高さとなり，
明らかに低かった．また，‘とまと中間母本農 号’の
摘葉回数は‘桃太郎 ’と比較して同等か多かったが，
誘引回数は同等か少なく，つる下ろし回数は少なかった
（表－ ）．

　ｂ　果実特性および収量性
　‘とまと中間母本農 号’の 果形はやや扁平で，完
熟果色が桃色であった．完熟果の果重は約 ～
程度と場所間の差が大きかった．果実糖度は‘桃太郎 ’
より低く，果実酸度は同等で，果実硬度は低く，果実揃
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検定場所 試験年次 品種・系統名 第 果房
位置（ ）

千葉県農業総合研究セ
ンター＊

とまと中間母本農 号
桃太郎

とまと中間母本農 号
桃太郎

兵庫県立農林水産技術
総合センター

とまと中間母本農 号
桃太郎

とまと中間母本農 号
桃太郎

表－ 　特性検定試験場所における‘とまと中間母本農 号’
の短節間性

＊ 年の調査値は第 果房位置とした．

青枯病（ 年） 萎凋病（レース ）
（上段： 年，下段： 年） 半身萎凋病（ 年）

農
号＊

桃太
郎

大型
福寿

農
号＊

桃太
郎

大型
福寿

興津
号

農
号＊

桃太
郎

大型
福寿

千葉県農業
総合研究セ
ンター

発病株
率（ ） －

発病指
数＊＊ －

兵庫県立農
林水産技術
総 合 セ ン
ター

発病株
率（ ）

－ － －
－ －

－ － －
発病指
数＊＊

－ － －
－ －

－ － －
宮崎県総合
農業試験場

発病株
率（ ） －
発病指
数＊＊

－

表－ 　特性検定試験場所における‘とまと中間母本農 号’の病害抵抗性検定結果

　＊ とまと中間母本農 号
＊＊ 発病指数 ×Σ発病評点（ ×個体数）
発病評点を， 外部病徴なし～ 枯死の 段階とした．

検定場所 試験年次 播種
日

定植
日

栽植密度 施肥量（ ）
試験規模 収穫期間

畦幅×株間 株

宮城県農業・園
芸総合研究所

　 × 株 反復 　 ～
　 × 株 反復 　 ～

神奈川県農業技
術センター

× 株 反復 　 　 ～
× 株 反復 　 　 ～

熊本県農業研究
センター

× 株 反復 ～
　 × 株 反復 　 ～

表－ 　系統適応性検定試験場所における試験概要

いは同等もしくは不良であった（表－ ）．
　‘とまと中間母本農 号’の総収量は‘桃太郎 ’と
同等か少なく，良果収量は少なかった．‘とまと中間母
本農 号’は対照品種と比較すると変形果の発生が多
かったが，裂果の発生が少なかった（表－ ）．

4　委託研究場所における試験成績
　プロジェクト研究「新鮮でおいしい『ブランド・ニッ
ポン』農産物提供のための総合研究 系野菜」において，
長野県中信農業試験場に委託し， 年に短節間性を有
するトマトの作業省力性を評価した．

斎藤ら：短節間性を有する‘とまと中間母本農 号’の育成経過とその特性
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検定場所 試験年次 品種・系統名

短節間性 作業省力性

第 果房
位置（ ）

摘葉回
数（回）

誘引回
数（回）

つる下ろ
し回数
（回）

宮城県農業・園芸総合
研究所

とまと中間母本農 号 －
桃太郎 －
麗夏 －

とまと中間母本農 号 －
桃太郎 －
桃太郎ファイト －

神奈川県農業技術セン
ター

とまと中間母本農 号 － －
桃太郎 － －
麗夏 － －

とまと中間母本農 号 － － －
桃太郎 － － －
麗夏 － － －

熊本県農業研究セン
ター

とまと中間母本農 号 － － －
桃太郎 － － －
ハウス桃太郎 － － －

とまと中間母本農 号 － － －
桃太郎 － － －
麗容 － － －

表－ 　系統適応性検定試験場所における‘とまと中間母本農 号’の短節間性
および作業省力性

　ａ　作業省力性
　対照品種を‘桃太郎 ’として 年 月 日に播
種し， 月 日に雨よけハウス内に定植した．試験規模
を 株 反復とし，収穫果房数を 果房として 月 日
から 月 日まで収穫を行った．
　‘桃太郎 ’は栽培期間中につる下ろし作業が必要で
あったが，‘とまと中間母本農 号’は不要であり，そ
の他の作業項目においても‘桃太郎 ’と比較して作業
時間は減少し，収穫を除く あたりの全体の作業時間
は 分と約 ％短縮された（表－ ）．

Ⅳ　考　　察

　‘とまと中間母本農 号’は作期に関わらず，安定し
て短節間性を発現し，短節間性の指標として用いた第
もしくは第 果房位置は‘桃太郎 ’や‘瑞栄’の
～ ％の高さであった（表－ ，， ）．
　トマトの短節間性については 遺伝子が知られてい
る（ ， ）．矢ノ口ら（ ）はこれらの遺伝子
の評価を行い，（ ）遺伝子， （ ）遺伝子
および （ ）遺伝子が強い短節間性を示すことを

明らかにした．しかし， 遺伝子を保有する個体は縮葉
となること， 遺伝子を保有する個体は果房内の節間長
および果柄長が短くなることが報告されている（矢ノ口
ら， ）．このため，著者らは，短節間性の生食用大
玉トマト系統の育成には 遺伝子および 遺伝子は不
適当と判断し， 遺伝子の利用に取り組んだ．なお，ミ
ニトマトにおいては 遺伝子を利用した短節間性品種
の開発が行われている（松永ら， ）．今回，短節間
性の素材として使用した‘盛岡 号’は 遺伝子を有
するとされる（伊藤喜三男，私信）‘ ’を片親に
用いて育成された（上村， ）．また， ら（ ）
は 遺伝子を有する生食用トマト系統‘ ’を
育成しているが，この系統の完熟果色が赤色であり，大
玉では桃色が主流の日本国内への導入・普及は困難と考
えられ，‘とまと中間母本農 号’の育成に取り組んだ．
　‘とまと中間母本農 号’の有する短節間性に関し
て，普通節間性品種である‘とまと中間母本農 号’と
の 世代では，第 果房位置が両親の中間値となった．
このことから，‘とまと中間母本農 号’の短節間性は
不完全優性に遺伝すると推察される（図－ ）．また，
世代における短節間性個体の出現頻度から，‘とまと中
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検定場所 試験年次 品種・系統名 果形 完熟果
色

平均一
果重（ ）

糖度
（ ，

）

酸度
（ ）硬度

＊ 果実
揃い

宮城県農業・園
芸総合研究所

とまと中間母本農 号 球形 桃色 低 中
桃太郎 腰高球 桃色 中 中
麗夏 球形 桃色 中 中

とまと中間母本農 号 やや扁平 桃色 中 不良
桃太郎 球形 桃色 中 中
桃太郎ファイト 球形 桃色 中 中

神奈川県農業
技術センター

とまと中間母本農 号 やや扁平 桃色 低 不良
桃太郎 球形 濃桃色 中 良
麗夏 球形 濃桃色 中 良

とまと中間母本農 号 やや扁平 桃色 － －
桃太郎 球形 濃桃色 － －
麗夏 球形 濃桃色 － －

熊本県農業研
究センター

とまと中間母本農 号 － 桃色 低 不良
桃太郎 － 桃色 中 良
ハウス桃太郎 － 桃色 中 良

とまと中間母本農 号 やや扁平 桃色 中 中
桃太郎 やや扁平 桃色 中 中
麗容 やや扁平 桃色 高 中

表－ 　系統適応性検定試験における‘とまと中間母本農 号’の果実特性

＊触覚による測定

検定場所 試験年次 品種・系統名 草勢
総収
量

（ ）

良果収量 上物
率（ ）

障害果率（ ）収穫
果房
数

最終収
穫果房
位置（ ）

前期
（ ）

総計
（ ）

変形
果 裂果

宮城県農業・園
芸総合研究所

とまと中間母本農 号 中
桃太郎 中
麗夏 中

とまと中間母本農 号 中 －
桃太郎 中 －
桃太郎ファイト 中 －

神奈川県農業
技術センター

とまと中間母本農 号 中
桃太郎 強
麗夏 強

とまと中間母本農 号 －
桃太郎 －
麗夏 －

熊本県農業研
究センター

とまと中間母本農 号 弱
桃太郎 中
ハウス桃太郎 中

とまと中間母本農 号 中
桃太郎 中
麗容 中

表－ 　系統適応性検定試験における‘とまと中間母本農 号’の収量性

斎藤ら：短節間性を有する‘とまと中間母本農 号’の育成経過とその特性
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品種・系統名
作業時間（分 ）

芽掻き 下葉掻き 誘引等 つる下ろし 合計
とまと中間母本農 号
桃太郎

表－ 　委託研究場所における‘とまと中間母本農 号’
の作業省力性の評価結果

間母本農 号’の有する短節間性には比較的少数の複
数遺伝子が関与すると考えられる．一方で， 遺伝子に
よる短節間性の遺伝解析は矢ノ口ら（ ）が‘ ’
を用いて行っており，‘とまと中間母本農 号’の遺伝
解析結果とほぼ一致した． 遺伝子は黄色果皮色（ 遺
伝子）との連鎖が報告されており（ ， ）， 遺
伝子を有する場合は完熟果色が赤色となる．‘とまと中
間母本農 号’の完熟果色は桃色であるため， 遺伝
子と 遺伝子の連鎖が解消された可能性があるが，‘と
まと中間母本農 号’が 遺伝子を有していない可能
性も否定できない．これらの点および 遺伝子の遺伝
性については今後の検討が必要である．また，‘とまと
中間母本農 号’と姉妹系統であり，短節間性を有し
完熟果色が桃色である‘ ’と普通節
間性の‘桃太郎 ’を両親とした 集団を用いて解析
を行った結果，短節間性と果実の大きさ，果実糖度お
よび果実硬度は遺伝的に独立していた（斎藤ら， ）．
このことから，‘とまと中間母本農 号’の短節間性も
上記果実形質とは独立に遺伝すると推定される．
　‘とまと中間母本農 号’を栽培する際，つる下ろし
作業に関しては長期栽培時に大幅な作業回数の削減効果
が認められた（表－ ， ）．一方，誘引作業に関して
は作業回数が普通節間性の品種と同等かやや少ないとい
う結果になった（表－ ， ）．これは，鉛直方向に誘引
した場合，‘とまと中間母本農 号’の伸長方向が普通
節間性の品種と比較して鉛直方向からややはずれる傾向
にあり，普通節間性の品種と同様に果房間で一か所程度
誘引する必要があったためである．また， ターン整枝
法（青木， ）や ターン整枝法（金井， ）を
用いて短節間性トマトを栽培すると，腰を伸ばした状態
で収穫可能な果房数が増加し，管理作業時間も減少した
（金井幸男ら，未発表）．このように，トマトの短節間性
は新しい栽培方式と組み合わせることにより，栽培の省
力化を図ることが可能であると考えられ，‘とまと中間
母本農 号’はその育種素材としての利用が期待される．
　一方，短節間性のトマトでは，節間が短くなるため，
葉の相互遮へいによる生育および収量への影響が懸念

されるが，川嶋ら（ ）は‘とまと中間母本農 号’
の 世代前の系統‘ ’（ ）を
用いて葉の受光量を測定している．その結果によると‘と
まと中間母本農 号’の受光量は‘ハウス桃太郎’（タ
キイ種苗）と同等であり，‘とまと中間母本農 号’程
度の短節間性では葉の相互遮へいによる受光量の低下は
起こらないと考えられた．
　‘とまと中間母本農 号’は非心止まり性で果実が大
きく，完熟果色が桃色であるが，実用的な生食用 品
種と比較して，果実糖度が低く，完熟果色がやや淡く，
変形果の発生が多いなどの欠点を有し，このままでは普
及性は低い．しかし，短節間性が後代に遺伝すること，
短節間性と果実の大きさや糖度，硬度は遺伝的に独立し
ていることから，短節間性を有する生食用大玉トマト品
種の育種素材として利用可能である．なお，交雑後代で
は種々な程度の短節間性を有する個体が出現することか
ら，節間長を任意に制御できる可能性もあるが，この点
については更に検討が必要である．

Ⅴ　摘　　要

）‘とまと中間母本農 号’は短節間性を有する加工
用トマト系統の‘盛岡 号’と夏秋栽培用市販品種の‘桃
太郎 ’を交雑して育成した‘ ’（ ）に‘桃
太郎 ’を戻し交雑して育成した短節間性を有する固定
系統（ ）であり， 年に中間母本登録された．
）‘とまと中間母本農 号’は短節間性の指標として
用いた第 もしくは第 果房位置が‘桃太郎 ’の約
％の高さであり，作期に関わらず，安定して短節間性
を発現し，つる下ろし作業回数の削減を可能にする．
）‘とまと中間母本農 号’と普通節間性品種‘とま
と中間母本農 号’との 世代は第 果房位置が両親
の中間値となったことから，短節間性は不完全優性に遺
伝すると推定される．その 世代における短節間性個
体の出現頻度から，‘とまと中間母本農 号’の短節間
性には比較的少数の複数遺伝子が関与していると考えら
れる．
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）‘とまと中間母本農 号’の完熟果色は桃色であり，
果実はやや扁平で，平均果重は 程度であるが，‘桃
太郎 ’に比べ，果実糖度が低く，完熟果色がやや淡く，
変形果の発生が多いなどの欠点を有する．このため，こ
のままでは実用品種としての普及性は低いが，短節間性
を有する生食用大玉トマト品種の育種素材として有望で
ある．
）‘とまと中間母本農 号’は 萎凋病（レース ）に
対する抵抗性を有するが，半身萎凋病，青枯病およびモ
ザイク病（ ）に対しては罹病性である．
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）斎藤新・吉田建実・齊藤猛雄（ ） 生食用大玉トマト育
種における短節間形質の利用　短節間形質と果実形質の関
係．園学雑 （別 ） ．
）矢ノ口幸夫・岡本潔（ ）：トマトの節間長の品種間差
異と短節間形質の遺伝様式並びに栽培適応性の解析．長野
中信農試報 － ．

斎藤ら：短節間性を有する‘とまと中間母本農 号’の育成経過とその特性
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